
キャプテン・副キャプテンが激励
同級生に語っていた夢が叶ったね

スポーツ協会も応援しています
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うみ議会だより
12月定例会

16ページに表紙関連記事を記載

議会からのお知らせ
12月定例会は6人が傍聴に来られました

議会は年 4回（3月・6月・9月・12月）
定例会が開かれます。
議会ホームページからは生中継がご覧いた
だけます。
傍聴する場合は、役場 3階の傍聴席入り口で
住所・氏名をご記入ください。

◆

◆

◆

次回の議会は3月6日に開会予定です。

P4

議会広報
シリーズ

子どもたちの
笑顔とそれを支える方々に

スポットを当てて
いきます

表紙にも掲載
しています

委 員 長
副委員長
委 員

丸　山　康　夫
鳴　海　圭　矢
安　川　繁　典

議 長 古　賀　ひろ子

委 員
委 員
委 員

髙　橋　紳　章
安　川　禎　幸
小　林　孝　昭

【発行責任者】

【議会広報常任委員会】

第15弾
インタビューインタビュー

年末・年始の町民の声P2

一般質問 町政を問う5人が登壇P7

委員会活動報告P13

内野艶和選手特別表彰

議会からのひと言
　子どもたちが伸び伸びとスポーツ活動を行えるように、
ハードとソフトの両面からスポーツ環境を整備していくこと
が大切です。
　これからも子どもたちが楽しくスポーツができるよう議会
も応援していきます。

　宇美ドリームダンカーズキャプテンの姫島希花さんから
「私たちも楽しく明るくミニバスケットボールを頑張ってい
きます。内野さんもロサンゼルス2028オリンピックでメダ
ル獲得を目指して頑張ってください」と激励の言葉が、副
キャプテンの直江楓茜さんからは花束が贈られました。

　宇美町スポーツ協会の村上努会
長は「内野選手特別表彰受賞おめで
とうございます。素晴らしい表彰式で
した。スポーツ協会も創立50周年を
迎え、内野選手に続くトップアスリー
トが育つように、宇美町のスポーツを
盛り上げていきます」と熱く語られま
した。

　内野選手が小学校時代に所属した宇美ドリームダンカー
ズ女子の後輩や当時共に活動した同級生もお祝いに駆け
付けました。

　同級生の直江咲桜さん（左）と島本鈴奈さん（右）
　内野選手は小学生のころからかなり活発で、当時から
「将来はオリンピックに出場する。出場したらサインをあ
げるね」と語られていたそうです。
　お二人は「次のオリンピックでメダル獲得という大きな
夢に向かって頑張ってほしい」と応援されていました。

パリ2024オリンピック自転車競技出場
内野艶和選手を宇美町特別表彰授与式で激励

　1月19日（日） うみ・みらい館多目的ホールで、パリ
2024オリンピック自転車競技に出場された内野艶和
選手の宇美町特別表彰授与式が開かれました。
　特別表彰は特定の分野における顕著な功績により、
町および町民の誇りとなると認められる方に贈られる
もので、内野選手が初めての受賞者となられました。
　内野選手は、福岡県の「タレント発掘事業」で自転車
の才能を見いだされ、高校から自転車競技に転向。
　国内外で素晴らしい成績を収められ、世界的な選手
へと成長されました。　

うちの つやか



井野小おやじの会で参加された西さん、三舩さん親子
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特
　
　集

特
　
　集

新春に集う
原田貴船神社

宇美町消防団出初式

　大晦日から元日にかけて、原
田貴船神社は大勢の参拝客で賑
わっていました。
　原田貴船神社は大正2年に炭
焼の貴船神社より分祀され、原田地域の守り本尊として地域の方々に親しまれています。
　総代会代表の瓦田勝吉さんは、「正月に帰省された方と顔を合わせる大切な機会です。たくさんの方に来て
いただけるよう、今後も神社を守ってきたい」と話されました。

宇美町青年団御誕生祭餅つき
　1月5日（日）宇美八幡宮の御誕生祭で、青年団が毎年恒例
の餅つきを行い、つきたてのお餅を販売しました。
　つき手３人とこね手１人の４人一組で手打ちされた「子安白
餅」は、若い衆の力のこもった縁起餅です。
　青年団は、町内在住または町内勤務の18歳から25歳まで
の若者が集まり、地域行事の「よさこい」や「相撲大会」など、
力を合わせて活動されています。
　第77代青年団長の石﨑悟さんは「他の町では青年団が
残っている地域も少なくなりましたが、宇美町青年団は伝統
行事などで町を盛り上げようと頑張っています。今年は新入
団員を10名以上加入させたいと思っています」と熱く語られ
ました。

井野山山頂から望む初日の出
　元旦の井野山には初日の出を見ようと親子連れや学
校の先生など多くの人が詰めかけていました。
　山頂で見る初日の出はとても美しく、来訪者からは感
嘆の声があがりました。

ホンゲンギョウを開催
下宇美自治会

　1月１３日（月）深町公園でホンゲンギョウ
が開催されました。無病息災を願い今年の
年男、年女の方がたいまつでやぐらに点火
し、勢いよく燃え上りました。
　また、会場ではぜんざいなどが振舞わ
れ、参加された方々の笑顔であふれていま
した。

　「地
域のた

めにが

んばる
消防団

はとて
も

かっこ
いいと

思いま
す。

今年は
私も新

体操を

がんば
ります

」

「中学
生にな

っ

て学校
生活に

慣れる
ようにが

んばりま
す」

はやみナイトクリスマスマルシェ
　令和6年12月20日（金）「はやみナイトクリスマスマルシェ」が
開催されました。
　夕方からたくさんの出店とバンド演奏もあり、多くの家族連れ
で賑わいました。
　企画された早見自治会にお住まいの松本祐輔さんは「老若男
女がわいわい集まって宇美町を盛り上げたい」と話されました。
　参加した小学生は「楽しいクリスマスの思い出になりました」
と嬉しそうに話していました。

年末・年始の町民の声

年男の下宇美自治会主事

榊　佳幸さん

お父さんの応援に駆け付けた
宇美小学校2年の中原楓夏さん

●子どもが住みやすく、自然を生かした公
園づくりを期待しています。
●学校給食費無償化の実現を期待します。

保
護
者

特集

　1月12日（日） 宇美町消防団出初式が挙行されました。
　観閲、表彰状などの授与に加え、消防太鼓、纏振り、梯子乗りの伝
統技術が披露され、観客を沸かせていました。
　また、会場には団員のご家族や地域の方々も多数来られ、
地域と消防団の皆さんの1年の安全を祈り、温かく見守られていました。

まとい はしご

議会では地域の伝統を守り、また、地域のために頑張る皆さん
を応援していきます。
今回は年末・年始の地域行事に注目し、取材してきました。
ほかにも各地域で様 な々活動をされていますので、また取材
に行き、紹介していきたいと思います。

「自治会会員の皆様の無
病息災と、下宇美自治会
のますますの盛況を願い点
火しました」



１月１８日（土）の難所ヶ滝
写真提供：宇美町スポーツ協会山の会
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12
月
定
例
会
・
11
月
臨
時
会

12
月
定
例
会
・
11
月
臨
時
会

12月定例会の概要
　１２月定例会は、１２月９日から１２月１３日までの５日間
の会期で開かれました。町長から補正予算をはじめ
工事請負契約変更、条例など１３議案が提出され、全て
を原案どおりに可決しました。
　一般質問では５名の議員が５項目について質問を
行いました。
　また、１１月２７日に第２回臨時会が開催されました。

動画でご覧いただけます。
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気
化
式
冷
風
機
の
保
管
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
、
ま
た
、
災
害
時
以
外
の
利
用
も

可
能
な
の
か
。

問

各
施
設
で
保
管
し
、同
施
設
に
お
い
て
平
時

も
使
用
可
能
に
す
る
予
定
。

答

　
掘
削
土
の
流
用
が
で
き
な
い
こ
と
は
早
い
段
階
で
分
か
ら
な
か
っ
た
の
か
。

問

　
設
計
の
段
階
で
は
流
用
で
き
る
と
判
断
し
て
い
た
が
、掘
削
し
た
内
部
の

状
態
ま
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。実
際
に
掘
削
し
、含
水
比
が
高
い
こ
と
が
判

明
し
た
た
め
、処
分
を
行
っ
た
。

答 　
埋
め
戻
し
に
使
用
予
定
の
掘
削
土
の
含
水
比
が
高
く
、埋
め
戻
し
に
適
さ
な
か
っ

た
た
め
、新
た
に
土
を
購
入
す
る
費
用
と
軟
弱
化
し
た
掘
削
土
と
泥
土
の
処
分
に

係
る
費
用
を
増
額
す
る
た
め
。

　
臨
時
会
や
定
例
会
で
公
共
施

設
の
大
規
模
改
修
に
関
す
る
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
は
建
築
か
ら

長
い
年
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、国
や
県

の
補
助
金
を
最
大
限
に
活
用
し

た
改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
活
用
】

　
避
難
所
の
熱
中
症
対
策
器
材（
気
化
式
冷
風

機
）を
14
台
購
入
す
る
。

【
配
備
予
定
施
設
】

・勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
　

・南
町
民
セ
ン
タ
ー

・住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

・宇
美
商
業
高
校
体
育
館

神
武
原
池
改
修
工
事
５
８
３
２
万
円
　
　
　

工事請負
契約変更

増額
332万円

増額 増額

　
シ
ャ
ワ
ー
室
温
水
器
の
改
修
、バ
ル
ク
タ
ン
ク

の
置
き
場
の
見
直
し
な
ど
の
屋
外
工
事
、内
外

装
工
事
、金
属
工
事
な
ど
の
増
工
の
た
め
。

武
道
館

空
調
設
備

改
修
等
工
事

１
億
4
6
0
3
万
円

工事請負
契約変更

1083万円

校
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
目

視
で
の
確
認
で
は
発
見
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
高
所
作
業
車

な
ど
を
使
い
点
検
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

問

高
所
作
業
車
の
使
用
は
難
し
い
が
、
３

年
か
ら
５
年
の
ス
パ
ン
で
専
門
家
の
目

で
点
検
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

答

危
険
箇
所
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
子

ど
も
た
ち
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
な
措

置
を
講
じ
て
い
る
か
。

問

各
学
校
で
は
毎
月
の
目
視
点
検
を
行
っ

て
お
り
、
危
険
が
疑
わ
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
立
入
禁
止
な
ど
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

答 　
外
壁
改
修
工
事
で
ひ
び
割
れ
補
修
や
モ
ル
タ
ル
浮
き
補
修
、露
筋
処
理
な
ど
の
施
工
数
量

が
増
え
た
こ
と
や
経
年
劣
化
に
よ
る
屋
上
電
気
配
管
の
配
管
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
、設
計
段
階
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
改
善
箇
所
が
多
数
判
明
し
た
た
め
。

増額

宇
美
小
学
校

校
舎
外
壁
等
改
修
工
事

１
億
６
０
８
２
万
円

工事請負
契約変更

3751万円

避
難
所

環
境
整
備

備
品
購
入
　
　

一般会計
補正予算

定例会 臨時会

議
会
が
注
目
！

公
共
施
設
改
修

　
外
壁
改
修
工
事
で
ひ
び
割
れ
等
補
修
の
施
工

数
量
が
増
加
し
た
た
め
増
額
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、現
地
測
量
の
結
果
、新
設
駐
車
場
が
７

台
か
ら
８
台
の
増
設
と
な
っ
た
。

原
田
中
央
区

町
営
住
宅

１
〜
５
棟
改
修
工
事

１
億
7
8
3
1
万
円

工事請負
契約変更

319万円

211万円

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
の「
私
の

地
元
応
援
募
金
」寄
付
金
を
活
用
し
、健
康
増
進

を
目
的
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
機
器

(

コ
ー
ド
レ
ス
バ
イ
ク
８
台)

を
購
入
す
る
。

保
健
衛
生

備
品
購
入

一般会計
補正予算

170万円
新規新規

※

万
円
未
満
四
捨
五
入改修中の神武原池

外壁等改修工事が進み施設の長寿命化が進む宇美小学校校舎

駐車場の増設と施設長寿命化が行われた原田中央区町営住宅 避難所としても活用される宇美町立武道館

臨 

時 

会

臨 

時 

会
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表
決
一
覧

一
般
質
問

　一般質問とは定例会で行われ、議員が町政全般に
ついて、町長などの執行機関の考え方や方針などを
問いただすことです。
　掲載内容は、質問者自身が要約し、広報委員会で校
正しています。

　宇美町議会では、議場で行う議会・特別委員会の
ライブ配信と録画配信を行っています。
　ライブ配信は、傍聴に来られない方のために生
中継で配信しています。
　録画配信は、議会のホームページから議案審査や一般質問の様子
をいつでもご覧いただけます。字幕付きですので音声が聞き取りにく
い方でも、分かりやすくご覧いただけます。

町
政
を
問
う
5
人
が
登
壇

一
般
質
問

◆「快適な移動が可能となるまち」の将来像は
安川　禎幸　議員 12P

◆学校施設の老朽化対策・防災機能強化の推進を
黒川　　悟　議員 11P

◆「のるーと」の長時間待ちを改善できないか
鳴海　圭矢　議員 10P

◆職員の笑顔あふれる窓口対応を
髙橋　紳章 　議員 9P

◆未利用町有地の有効活用を
白水　英至　議員 8P

議会をもっと身近に
ライブ配信と録画配信をご視聴ください

審査した議案と各議員の賛否
令和6年 第２回臨時会　表決一覧

○は賛成　×は反対を表しています

※古賀ひろ子議長に表決権はありません。　※丸山議員はインフルエンザ罹患のため出席停止

藤
木
　
　泰

白
水
英
至

鳴
海
圭
矢

黒
川
　
　悟

入
江
政
行

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

髙
橋
紳
章

安
川
禎
幸

小
林
孝
昭

審
議
結
果

討
　
　論

議
員
名

専決処分の報告
（和解及び損害賠償の額の確定）

専決処分の承認
（令和６年度 宇美町一般会計補正予算(第４号））

専決処分の承認
（令和６年度 宇美町一般会計補正予算（第５号））

工事請負契約締結の議決内容の一部変更
（令和５・６年度 原田中央区町営住宅１～５棟改修工事）

工事請負契約締結の議決内容の一部変更
（令和５・６年度 武道館空調設備改修等工事）

議　　案　　名

審査した議案と各議員の賛否
令和6年12月定例会　表決一覧

○は賛成　×は反対を表しています

藤
木
　
　泰

白
水
英
至

鳴
海
圭
矢

黒
川
　
　悟

入
江
政
行

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

髙
橋
紳
章

安
川
禎
幸

小
林
孝
昭

審
議
結
果

討
　
　論

議
員
名

議　　案　　名

ライブ配信
録画配信はこちらから

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 可決

反対：鳴海
賛成：安川(禎）

賛成：鳴海

専決処分の報告
（和解及び損害賠償の額の確定）

工事請負契約締結の議決内容の一部変更
（令和５年度 神武原池改修工事（その２））

工事請負契約締結の議決内容の一部変更
（令和６年度 宇美小学校校舎外壁等改修工事）

令和６年度 宇美町上水道事業会計補正予算(第２号）

令和６年度 宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算(第２号）

宇美町道路占用料条例の一部改正

宇美町行政財産使用料条例の一部改正

宇美町立学校設置条例の一部改正

宇美町下水道条例の一部改正

和解（光正寺古墳公園法面損壊）

令和６年度 宇美町一般会計補正予算(第６号）

令和６年度 宇美町一般会計補正予算(第７号）

宇美町上水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準
並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正

令和６年度 宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算
(第１号）

令和６年度 宇美町国民健康保険特別会計補正予算
(第１号）



財産管理

財政が厳しい
中、未利用の町
有地を売り払っ
て経済効果を
優先すべきで
ある。

質問を
終えて

窓口対応

大きな声での
あいさつや笑
顔あふれる役
場づくりが実
現すれば、人口
増にもつなが
ると考える。

質問を
終えて

有効活用が期待される
未利用町有地始業前の朝礼風景
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  適切な時期の処分につなげたい

未利用町有地の
有効活用を

えいじ

白水 英至 議員
しろうず

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  職員の笑顔とあいさつの徹底

職員の
笑顔あふれる窓口対応を

のぶあき

髙橋 紳章 議員
たかはし

私の視点「なぜここを質問したか」
未利用の町有地が至る所にあり、草刈りなどの管理経費
等を考えると売り払うのが得策である。地域の景観など
も解消されるのではないか。

私の視点「なぜここを質問したか」
役場の窓口対応が明るく、相談しやすければ、町民も安心
して生活することができる。宇美町に住み続けたいと思う
ことにつながるような窓口対応について問う。

管
財
課
長

　
有
効
活
用
で
き
る
町
有
地
は
68
件
、

総
面
積
は
９
万
９
１
１
８
平
方
メ
ー

ト
ル
。
資
産
価
値
は
約
14
億
６
７
０

０
万
円
。
そ
の
う
ち
未
利
用
の
土
地

は
19
件
、
総
面
積
は
３
万
７
３
８
６

平
方
メ
ー
ト
ル
、
資
産
価
値
は
２
億

２
３
０
０
万
円
。

答

売
払
代
金
収
入
や
固
定
資
産
税

の
増
収
な
ど
計
り
知
れ
な
い
効
果

が
あ
る
と
思
う
が
、
有
効
活
用
で

き
る
町
有
地
の
数
と
資
産
価
値
は
。

問

総
務
課
長

　
窓
口
対
応
の
苦
情
は
過
去
２
年
で

７
件
。
内
容
は
説
明
が
分
か
り
に
く

い
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
感
謝
は
迅

速
、
的
確
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い

た
な
ど
。

答

総
務
課
長

　
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
時
に

は
、
好
事
例
と
し
て
全
職
員
に
周
知
。

　
苦
情
に
つ
い
て
は
ど
こ
に
問
題
点

が
あ
っ
た
の
か
、
説
明
は
適
切
だ
っ

た
の
か
な
ど
を
検
証
し
、
次
に
生
か

せ
る
よ
う
改
善
策
の
打
合
せ
を
行
っ

て
い
る
。

答

窓
口
対
応
の
状
況（
感
謝
、苦
情

な
ど
）は
。

問

総
務
課
長

　
用
件
を
正
確
に
把
握
し
、
丁
寧
か

つ
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
総

合
案
内
を
設
置
。
ま
た
、
住
民
の
導

線
を
第
一
に
考
え
た
窓
口
カ
ウ
ン

タ
ー
の
最
適
化
や
受
付
番
号
札
発
券

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
町
民
の
満
足

度
を
高
め
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

答

総
務
課
長

　
必
要
に
応
じ
て
随
時
、
窓
口
調
整

会
議
を
行
う
な
ど
、
来
庁
者
を
ス

ム
ー
ズ
に
案
内
で
き
る
よ
う
情
報
共

有
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
、
部
署
間
の
連

携
や
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

答

町
長

　
ま
ず
は
、
働
く
職
員
同
士
が
大
き

な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
、
笑
顔
に
な

ら
な
い
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
笑
顔

に
な
る
は
ず
が
な
い
。

　
あ
い
さ
つ
・
笑
顔
は
職
員
で
あ
る

前
に
社
会
人
と
し
て
の
基
本
だ
と
私

は
思
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
指
導

を
徹
底
し
て
い
く
。

答

町
長
が
考
え
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
役

場
づ
く
り
と
は
。

問

感
謝
や
苦
情
が
あ
っ
た
時
の
対

応
は
。

問

総
務
課
長

　
職
場
の
上
司
や
先
輩
が
仕
事
を
通

し
、
必
要
な
知
識
・
技
術
・
態
度

な
ど
を
計
画
的
・
継
続
的
に
指
導

し
習
得
さ
せ
る
教
育
と
庁
外
研
修

の
活
用
。

　
新
規
採
用
職
員
に
は
、
粕
屋
南
部

答

窓
口
対
応
の
指
導
・
教
育
は
。

問

管
財
課
長

　
草
刈
り
業
務
を
中
心
に
年
間
約
89

万
円
。
そ
の
他
隣
接
者
か
ら
の
要
望

に
よ
り
雑
木
林
の
剪
定
・
伐
採
が
一

時
的
に
生
じ
て
い
る
。

答

未
利
用
町
有
地
の
年
間
管
理

経
費
は
。

問

管
財
課
長

　
財
産
を
処
分
す
る
場
合
は
、
公
募

に
よ
る
公
売
が
原
則
。
た
だ
し
、
狭
小

地
は
、
隣
接
者
が
建
物
を
建
て
替
え
る

際
や
土
地
の
転
売
処
分
が
行
わ
れ
る
際

に
、
年
間
数
件
の
売
却
処
分
を
行
っ
て

い
る
。

　
譲
渡
は
、
原
則
と
し
て
地
方
自
治

法
第
96
条
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を

要
し
、
公
正
公
平
性
に
疑
義
が
生
じ

な
い
よ
う
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
現
状
は
行
っ
て
い
な
い
。

答

管
財
課
長

　
造
成
の
目
的
、
市
場
の
需
要
、
採

算
性
な
ど
を
鑑
み
る
と
、
町
が
先
行
的

に
造
成
を
行
う
こ
と
は
適
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
現
状
有
姿
で
処
分
を
進

め
る
の
が
適
当
と
捉
え
て
い
る
。

答

管
財
課
長

答

個
人
宅
に
隣
接
し
て
い
る
狭
く

て
歪
な
形
の
町
有
地
の
売
却
や
譲
渡

は
で
き
な
い
か
。

問

管
財
課
長

　
公
募
に
よ
る
公
売
の
際
は
、
案
件

ご
と
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

募
集
し
て
い
る
。

答

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
使
っ
た

町
有
地
の
売
却
は
。

問

町
有
地
の
雑
木
林
な
ど
を
造
成

し
て
宅
地
と
し
て
売
却
を
し
て
は

ど
う
か
。

問

町
長

　
町
の
活
性
化
の
た
め
、
周
辺
民
有

地
と
一
体
的
に
利
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　
多
方
面
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
適
切

な
時
期
の
処
分
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

答

未
利
用
町
有
地
の
売
り
払
い
処

分
に
よ
り
経
済
効
果
な
ど
も
見
込

ま
れ
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

問

昭
和
町
町
営
住
宅
跡
地
利
用
は
。

問

町
民
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の

取
組
は
。

問

職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

情
報
共
有
は
。

問

　
大
半
を
資
材
置
き
場
と
し
て
貸
し

付
け
て
い
る
が
、
今
後
は
売
却
し
た
上

で
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
適
当
と
捉

え
て
い
る
。
次
年
度
か
ら
順
次
売
却
処

分
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

消
防
組
合
で
の
規
律
訓
練
や
市
町
村

職
員
研
修
所
で
の
採
用
職
員
研
修
に

参
加
さ
せ
て
い
る
。



公共交通学校施設

良い点もある
が、待ち時間の
長さには不満が
多い。今後、利用
者の意見を積極
的に反映した改
善に期待したい。

質問を
終えて

避難所となる体育館の
エアコン設置は喫緊の
課題であり、今後の実
現に向けた取組を期待
したい。

質問を終えて

さとる

黒川 悟 議員
くろかわ

　「のるーと」の予約画面
改修中の宇美小学校校舎
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶

答弁（町長）  ７日前から受付できるので早めの予約を

「のるーと」の長時間待ちを
改善できないか

けいや

鳴海 圭矢 議員
なるみ

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  技術職員の補充を計画的に行う

学校施設の老朽化対策・
防災機能強化の推進を

私の視点「なぜここを質問したか」
ハピネス号に代わる新しい地域交通として運行開始し
たＡＩオンデマンドバス「のるーと」だが、より便利にして
いくためにはどうしたら良いか質問した。

私の視点「なぜここを質問したか」
学校施設の老朽化による外壁落下が各地で発生してい
る。また、災害時に避難所となる体育館の空調設備設置
も重要だ。本町の学校施設の管理状況を問う。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　
令
和
５
年
度
は
１
日
当
た
り
の
平

均
利
用
者
数
が
１
０
０
人
以
下
で
推

移
し
て
い
た
が
、
６
年
度
は
１
０
０

人
を
超
え
、
多
い
日
は
１
４
０
人
を

超
え
る
利
用
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
ハ
ピ
ネ
ス
号
の
利
用
者
の
年
齢
層

は
60
代
以
上
が
85
％
だ
っ
た
こ
と
と

比
較
し
て
、
の
る
ー
と
は
未
就
学
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
利
用
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
20
代
以
下
の
若
い
方
に

も
約
２
割
の
利
用
が
見
ら
れ
る
。

答

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス「
の
る
ー

と
」が
運
行
開
始
か
ら
1
年
以
上
た
っ

た
が
、利
用
実
績
は
以
前
の
福
祉
巡

回
バ
ス
ハ
ピ
ネ
ス
号
と
比
較
し
て
ど

う
か
。

問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　
障
害
手
帳
を
お
持
ち
で
自
力
で
乗

降
で
き
な
い
場
合
は
、介
助
者
の
同
行

を
お
願
い
し
て
お
り
、そ
の
場
合
は
介

助
者
も
割
引
し
て
い
る
。

答

町
と
運
行
業
者
で
定
期
的
な
協

議
は
行
っ
て
い
る
か
。

問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　
地
域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
し
た

運
行
計
画
に
よ
っ
て
運
行
し
て
い
る

た
め
、許
可
な
く
臨
時
の
運
行
は
で
き

な
い
。

答

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　
毎
月
１
回
定
例
会
を
開
き
、そ
こ
で

苦
情
な
ど
を
共
有
し
て
改
善
す
る
工

夫
を
し
て
い
る
。

答

町
の
行
事
に
合
わ
せ
て
、
運
休

日
に
の
る
ー
と
を
臨
時
運
行
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　
導
入
に
あ
た
り
別
途
費
用
も
か
か

る
た
め
、利
用
者
の
意
見
を
も
と
に
地

域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
し
た
い
。

答

現
在
の
る
ー
と
の
支
払
い
は
現

金
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
電
子
決
済
は
導
入
で
き

な
い
か
。

問

視
覚
や
聴
覚
に
障
が
い
を
持
た

れ
た
方
が
利
用
す
る
場
合
の
対
応
は
。

問

学
校
施
設
の
定
期
的
な
調
査
点

検
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
現
在
は
、
計
画
も
立
て
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
が
、
周
辺
自
治
体
の
動
向

や
国
の
交
付
金
な
ど
の
情
報
収
集
に
つ

い
て
は
、
逐
次
行
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
校
舎
や
体
育
館
の
外
壁
、

ト
イ
レ
改
修
工
事
を
順
に
行
い
、
併
せ

て
体
育
館
の
空
調
に
つ
い
て
は
今
後
も

情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

答

熱
中
症
対
策
や
避
難
所
機
能
強

化
の
た
め
、
体
育
館
に
空
調
設
備
を

設
置
す
る
考
え
は
。

問

町
長

　
次
世
代
に
適
切
な
状
態
で
公
共
施

設
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
技
術
職
員
の

補
充
は
必
要
で
あ
る
。
引
き
続
き
人
材

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た

め
、
専
門
的
知
識
を
持
つ
技
術
職
員

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
思
う
が
。

問

学
校
教
育
課
長

　
外
壁
落
下
事
故
を
受
け
、
令
和
5

年
5
月
に
管
財
課
の
専
門
職
と
担
当
課

と
で
外
壁
調
査
を
行
っ
た
。
学
校
施
設

だ
け
で
は
な
く
町
の
主
要
施
設
も
そ
れ

ぞ
れ
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

答

昨
年
全
国
各
地
の
自
治
体
で
発

生
し
た
外
壁
落
下
事
故
に
伴
い
、
改

め
て
点
検
を
行
っ
た
か
。

問

学
校
教
育
課
長

　
エ
ア
コ
ン
は
、電
気
の
ほ
か
に
ガ
ス

を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

費
用
は
1
校
当
た
り
、6
千
万
円
か

ら
9
千
万
円
。

　
補
助
金
に
つ
い
て
は
、学
校
施
設

答

避
難
所
と
な
る
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
係
る
費
用
は
。

問

予
約
を
入
れ
る
条
件
に
よ
っ
て

は
長
時
間
の
待
ち
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
る
。
便
数
を
増
や
す
な
り
し
て

改
善
で
き
な
い
か
。

問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　
予
約
は
７
日
前
か
ら
受
付
を
開
始

す
る
の
で
、
早
め
の
予
約
を
さ
れ

る
よ
う
窓
口
や
出
前
講
座
で
説
明

し
て
い
る
。

答

学
校
教
育
課
長

　
全
学
校
で
毎
月
校
内
巡
回
な
ど
に

よ
り
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

　
不
具
合
な
ど
が
見
つ
か
り
次
第
、

調
査
を
行
い
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、

立
入
禁
止
処
置
な
ど
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

答

環
境
改
善
交
付
金
が
あ
り
、別
メ

ニ
ュ
ー
で
ガ
ス
方
式
の
補
助
も
あ
る
。



交　　通

スマートインターの設置は
今後の宇美町発展の起爆剤
となるのではないか。町の内
外に与える影響も大きい。議
会としても実現に協力してい
きたい。

質問を終えて

よしゆき

安川 禎幸 議員
やすかわ

◆スマートインターチェンジとは◆
　高速道路の本線やサービスエリ
アなどから乗り降りできるインター
チェンジで、通行車両はETCを搭載
しているものに限定される。宇美町
では大型車両も通行できるフル規
格のインター設置を目指している。
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一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶

答弁（町長）  スマートインターの実現に向け先頭に立ちアプローチしていく

「快適な移動が可能となるまち」の
将来像は

私の視点「なぜここを質問したか」
スマートインターなどの道路交通網の整備と公共交通
の充実による「快適な移動が可能となるまち」の実現に
向けて、町の施策についてお尋ねしたい。

都
市
整
備
課
長

　
令
和
４
年
12
月
に
安
川
町
長
と
宇

美
町
企
業
懇
談
会
会
長
と
の
連
名
で

国
土
交
通
大
臣
へ
要
望
書
を
提
出
し

た
。

　
令
和
５
年
度
で
は
九
州
地
方
整
備

局
と
の
協
議
の
上
、
イ
ン
タ
ー
設
置

可
能
な
区
間
の
調
査
、
交
通
量
の
推

計
、
設
置
後
の
事
業
効
果
の
調
査
を

行
い
、
２
．３
㎞
の
区
間
が
設
置
可
能

な
区
間
と
の
結
果
が
出
た
。

　
今
後
は
整
備
局
、
道
路
管
理
者
の

ネ
ク
ス
コ
、
九
州
国
道
事
務
所
、
福

岡
県
と
協
議
を
進
め
る
。

答

仮
称
：
宇
美
町
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
設
置
要
望
の
経
緯
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
都
市
計
画
道
路
志
免
宇
美
線
は
、

令
和
５
〜
６
年
度
で
移
転
補
償
、
用

地
買
収
、
測
量
調
査
等
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
８
年
度
末
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。

　
主
要
地
方
道
筑
紫
野
古
賀
線
は
、

令
和
５
年
度
で
若
草
橋
交
差
点
か
ら

山
の
内
自
治
会
入
口
交
差
点
ま
で
の

区
間
の
工
事
と
太
宰
府
市
と
の
境
に

築
造
予
定
の
橋
梁
工
事
着
手
に
向
け

た
用
地
買
収
を
行
っ
て
お
り
、
早
期

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

答

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　
交
通
結
節
点
で
あ
る
宇
美
駅
で
、

他
の
公
共
交
通
へ
乗
り
換
え
の
情
報

発
信
、
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
の
改

善
、
待
合
環
境
の
改
良
な
ど
、
計
画

に
基
づ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

都
市
計
画
道
路
志
免
宇
美
線
・

主
要
地
方
道
筑
紫
野
古
賀
線
の
進
捗

状
況
は
。

問

Ｊ
Ｒ
宇
美
駅
の
将
来
像
は
。

問

町
長

　
令
和
５
年
２
月
に
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
「
の
る
ー
と
宇
美
」
を
導

入
し
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
設
置

に
向
け
て
は
令
和
４
年
か
ら
動
い
て

い
る
。
　
　

　
イ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
周
辺
道
路

の
整
備
を
併
せ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、

交
通
利
便
性
の
向
上
を
は
じ
め
新
た

な
企
業
の
誘
致
や
人
口
の
増
加
、
雇

用
の
創
出
、
渋
滞
の
緩
和
、
災
害
時

の
緊
急
搬
送
な
ど
に
有
効
で
あ
り
、

町
内
外
へ
大
き
な
波
及
効
果
を
も
た

ら
す
。
　

　
少
し
で
も
早
く
国
の
準
備
段
階
着

手
箇
所
に
選
定
さ
れ
る
よ
う
、
今
後

も
先
頭
に
立
っ
て
各
方
面
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

答

「
快
適
な
移
動
が
可
能
と
な
る
ま

ち
」
の
将
来
像
は
。

問

議会広報常任委員会

　1月15日(水)広島県江田島市議会広報特別
委員会の視察を受け入れました。
　江田島市は自然が豊かで本町と通じるところ
が多く、自然環境を生かしたまちづくりを進めら
れています。
　お互いの表紙の作り方や特集記事の取材方
法などについて意見を交わし、学び合うことの
多い有意義な時間になりました。

広島県江田島市議会広報会特別委員会視察受入

県町村議会議長会主催広報研修会に参加

委員会からひと言
　「まずは手に取って読んでみたくなる議会広報」を
スローガンに、町民の皆さんの関心が高い特集記事
の掲載や、子どもたちの笑顔をテーマにした表紙・裏
表紙の作成、一般質問のページの充実に取り組んで
きました。
　これらの取組が評価され、全国から多くの議会に視
察に来ていただいています。
　これからも積極的に視察を受け入れ、情報交換を行
い、町の魅力もＰＲしていきたいと思います。

委
員
会
活
動
報
告

　令和6年11月26日（火）福岡市の博多サンヒ
ルズホテルで、福岡県町村議会議長会主催の広
報研修会が開かれ、議会広報常任委員会のメン
バーが参加しました。
　全国的に選挙の投票率が低下し続けており、
本町も例外ではありません。
　町民の皆さんに議会での議論や取組をしっか
り伝えることが投票率の向上につながると思い
ます。
　今後も積極的な研修への参加、町議会全員対
象の広報研修を行うなど「より伝わる広報」へと
進化させていきます。
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委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告

厚生文教常任委員会 総務建設常任委員会

●産官学民連携による「全世代型防災教育」を行い、
リーダーの教育・育成に力を入れている。
●一番の弱者である子どもたちを災害から守り、迅速
な対応ができるように教職員５０６人、市内の幼稚
園・保育園では１５１人が防災士資格を取得されて
いる。また、教員や保育士に防災スキル習得のため
のサポートを行っている。
●マイ・タイムラインアプリの導入・普及を行っている。
●実践的学生防災リーダー育成プログラムにより、若い
世代の地域での活躍の場を創出している。大学生防
災士で組織するNPO団体「学生防災リーダークラブ」
が設立されており、地域交流や次世代の担い手づくり
にも繋がっている。(学生クラブから消防団への加入)
●防災の知識と技術を持った学生の地元企業・自治体
などへの就職支援を行っている。

　「地域ぐるみの松山方式防災」を学び、防災力を備
えるには多くの人の力（町だけではなく粕屋南部消防
署や粕屋警察署、教職員、企業などの協力）が必要だ
と再認識をした。
　防災に取り組む団体に対しては、加点などメリットが
あると町全体の防災意識の向上に繋がるのではない
かと考える。
　防災活動は、災害が起きるまでは着目されにくい。
　町議会でも防災士資格を取得し、防災に備える必
要性を訴え、地域の防災活動や町の目標である自主
防災組織率100％に向けた取組を支援していきたい。

　視察先と違い、本町は、個別健診が1割、集団健診
7、8割と集団健診が多くなっている。本町の健診に携
わる保健師の人数が少ないため、集団健診の実施回
数を増やせば、保健師の負担が増大することになる。
　また、徳島県では、国保連合会が保健指導のスキル
アップ研修を行うなど自治体への支援が充実してい
る。さらに、地域にある大規模病院と連携し、徳島県全
体で保健指導に取り組んでおり、高い保健指導率を維
持している。福岡県でも県全体での支援が望まれる。

令和６年１１月１１日（月）１２日（火）

松山市役所
愛媛大学
松山防災リーダー育成センター

令和6年11月5日（火）6日（水）

特定保健指導率の向上 防災リーダーの育成（自主防災組織）

　本町の特定健診受診率と特定保健指導率は、健康
課の努力もあり上昇してきている。今の取組を継続
するためには、保健師の個々の努力に頼るばかりで
はなく、人員増や徳島県のように県全体の取組が望
まれる。
　特に人員は今回視察した両市と比較して圧倒的に
不足している。人員増は今後の住民の健康増進を図
るためにも喫緊の課題であり、当委員会としても執行
部に対し人員確保に向けた提案を行いたい。

　後期高齢者の1人当たり医療費の額は、2014年以降連続
して福岡県内の自治体で1位であり、後期高齢者医療広域連
合に納める町の負担金は、令和5年度では5億円近くになっ
ている。
　生活習慣病に関係する医療費の総医療費に占める割合が
大きいため、生活習慣病から脳血管疾患・虚血性心疾患・糖
尿病性腎症などへ重症化させない取組が急務である。

　本町では、自主防災組織の設立を促進している。担当課が
校区ごとに研修会を実施し、各自治会の相談を受けている
が、４８自治会中１２自治会の結成にとどまっている。
　防災・減災体制の強化のためには、地域ぐるみで防災対策
を行うことが必要不可欠であり、その中心となる防災リー
ダーの育成が課題となっている。

松山防災リーダー育成センター松山市役所小松島市役所

視察先の取組状況 委員会より視察先と本町との比較 委員会より

本町の課題
本町の課題 視察の日程

視察先

阿南市役所
小松島市役所

視察先

視察の日程

行政視察報告書は、こちらからご覧いただけます行政視察報告書は、こちらからご覧いただけます

保健師数の比較（母子保健部門も含む） R6.5.1 現在

※ 2名が育児休暇中のため人口当たり人数は保健師 11 人で計算

自治体名

36,855 人
68,489 人
35,000 人

13人
24人
16人

10人※

21人
16人

3人
3人
0人

3,350.45 人
2,853.70 人
2,187.50 人

人　　口 保健師数
（全体）

内　訳
常勤 非常勤

人口1人当たり
保健師数（全体）

宇 美 町
阿 南 市
小松島市

愛媛県 徳島県


